
元住吉の気軽な音楽会

街角投げ銭ライブ
in Idacafe
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4月号

Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関
・区役所 中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町3-245 Tel.044-744-3113
・会館 川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町2-2 Tel.044-435-7000        
・会館 川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町28-41 Tel.044-733-5560
・会館 かわさき市民活動センター 中原区新丸子東3-1100-12 Tel.044-430-5566
・郵便局 川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町25-1 Tel.044-766-9724
 川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5 Tel.044-455-1800
 川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12 Tel.044-411-9800
 川崎木月大町郵便局 中原区木月大町11-17 Tel.044-722-3617         
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り）
・果物 フルッチョ 中原区木月1-35-1 Tel.044-433- 3338
・音楽教室　 SouleaveMusic School 中原区木月伊勢町10-1 三起ビル302 Tel.044-750-8992
・介護センター みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月1-35-7元住吉ＧＳビル2F Tel.044-430-6963
・カフェ 水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F Tel.044-577-4288
 ・花屋 Bianca 中原区木月1-26-19 Tel.044-422-7015
・鉄板焼　 ゆうき亭　中原区木月1-28-16 Tel.044-434-6999
・ヘアサロン キャメル ヘアーデザイン 中原区木月1-32-10中嶋ビル1F Tel.044-872-7375
・パン リップル 中原区木月3-10-20 Tel.044-863-6554
・カイロ、整体 ABCカイロプラクティック 中原区木月3-20-16 柳沢ビル 1F Tel.044-434-4342
・コーヒー専門 MUI（旧 もとえ珈琲） 中原区木月3-13-2 Tel.044-767-1368
・カフェ フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町33-1 Tel.044-754-1156
・接骨院 井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町6-27    Tel.044-766-0850
・コミュニティカフェ イダカフェ 中原区井田中ノ町33-9 Tel.044-799-7127
・時計・貴金属 つだとけいてん 中原区井田中ノ町33-2 Tel.044-766-6022
・広告制作 アルケファクトリー 中原区井田中ノ町33-7 Tel.044-797-2430
・ヘアサロン 波照間 中原区井田中ノ町8-1 Tel.044-797-5692
・理容室 Hair Salon Airs 中原区井田中ノ町8-2 Tel.044-755-0273
・コインランドリー マンマチャオ元住吉店 中原区井田中ノ町4-1 メゾンアッシュ Tel.0120-027-217
●元住吉東口（オズ商店街通り） 
・カフェ  cafe OrangeBlue 中原区木月住吉町7-48-101
・介護センター ツクイ川崎中原 中原区木月2-8-5 Tel.044-431-0027 
・調剤薬局 綱島街道薬局 中原区木月2-16-10 Tel.044-750-0374
・飲み喰い処 粋い仙ん 中原区木月2-20-47 Tel.044-411-8980
・古本・ＣＤ 凸っと凹っと 中原区木月2-10-3
・イタリア料理 自在屋 中原区木月4丁目10-6 Tel.044-433-5644
・STEAK  ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町7-7 Tel.044-433-4129
・お茶 金子園 中原区木月2-2-36 Tel.044-411-5877
・Sステーション ENEOSダイヤ商事 中原区木月住吉町21-1 Tel.044-411-5863
・サンドウィッチ ベトナムウィッチThao's 中原区木月2-1-1 Tel.044-982-3299
・鍼灸院　 和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター401 Tel.044-433-2880
●元住吉近郊
・喫茶室 シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1 Tel.044-588-9688
●武蔵小杉近郊
・喫茶店 Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中6-22-13 Tel.044-722-0024
・紅茶専門店 Tea House ローズマリー  中原区小杉町70-4 Tel.044-733-1076
・カフェ フォレストコーヒー 小杉サライ通り店 中原区今井南町428-9 Tel.044-819-8822
●東横線沿線
・調剤薬局 オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F Tel.045-929-1005
・調剤薬局 駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町2-40-8 Tel.03-6412-7318
・写真 PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4 Tel.03-3408-5406
・カフェレストラン カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビル Tel.045-211-2200
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※上記サポーター記載は無料です。

April

4月   1日（日）13:30~
4月15日（日）13:30~
音友レコード倶楽部
場所イダカフェ
4月17日（火）12:10～
ランチタイム
ロビーコンサート
場所川崎市生涯学習プラザ

4月13日（金）19:00～
最初で最後の
イダカフェシネマ館
場所イダカフェ

4月6日（金）19:00～
元住吉の気軽な音楽会
街角投げ銭ライブ
場所イダカフェ

Phil Woods（フィル・ウッズ）：マサチューセッツ州スプリングフィールド
生まれ。マンハッタン音楽学校やジュリアード音楽院で学びながらジャ
ズピアニストであり作曲家であるレニー・トリスターノに大きな影響を受
けた。卒業後すぐにビバップのサクソフォーン奏者として認められ、キャ
ノンボール・アダレイやソニー・スティットと同様に偉大な先達チャー
リー・パーカーの後継者と目された。1968年渡仏、The European 
Rhythm Machineを結成し録音を残した。1972年には再びアメリカ
に活動の場を移した。ジャズではないが、彼を有名にしたポップ・ミュー
ジックの録音としてビリー・ジョエルの「素顔のままで（Just the Way 
You Are）」でのアルトサクソフォーン・ソロがあげられる。その他ス
ティーリー・ダン、ポール・サイモンとも共演している。ウッズは自身の録
音で7回グラミー賞にノミネートされ、4回グラミー賞を受賞した。

4月23日（月）
ママのおひざで聴く
ヴァイオリンコンサート
場所イダカフェ

13:00～
14：30～

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室企画情報係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41

川崎市生涯学習プラザ●お問い合わせ・お申し込み
音の家otonoya
https://
otonoya.jimdo.com/

会場：イダカフェ
元住吉駅から徒歩10分

田島華乃のお知らせ
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090-9398-2889（担当：塚田）
ontomo.jp

「音楽好きな友の会」から移転のお知らせ！！
　4月15日(日)の「音友レコード倶楽部」を
最後に、今まで親しんできたイダナカ商店街
の「イダカフェ」が4月20日をもって建替えの
為閉館になります。天井が高く響きがあり
「ホールサウンドが十分に表現が出来るステ
キなカフェ」として、クラッシックからジャズま
での演奏会場をこなし、また元住吉のアコー
スティックライブの拠点になりつつありまし
たが非常に残念ですが閉館となります。
　5月6日(日)の第１日曜日開催から元住吉
駅前「フルーツショップ・フルッチョ2階」で開
催になります。ぜひご期待ください！！

http://ontomo.jp/

●モトスミJazz Night委員会HP
http://motosumijazznight.org/ ●Tel：０５０-５２７５-５７４０

ママのおひざで聴く
ヴァイオリンコンサート
4月23日（月）
開催時刻：①13:00～14:00 ②14:30～15:30
コンサートの前後はちびバイオリン体験コーナーです。

４月はラフマニノフ

●出演：
味曽野貴由（みその たかよし）
●埼玉県生まれ群馬在住。４歳より
ピアノ、１２歳よりギターを始める。武
蔵野音楽大学器楽学科（ピアノ）卒
業。現在、群馬県桐生市の重要文
化財[桐生市明治館喫茶室]にてＢ
ＧＭなどの演奏活動、朗読劇の音

第65回
ランチタイムロビーコンサート
2018年4月17日（火） 12:00開場／12:10開演／12：40終演予定／料金：無料
どなたでも気軽に音楽を楽しめるアットホームなコンサート

★参加費 親子１組：2,500円（追加１名1,000円）

楽と幅広く活動。そして「みその音楽
教室」を運営。昨年はロビーコンサー
トを、群馬県、栃木県、福島県（福島
市市制１１０周年記念事業）、熊本
県、福岡県、京都府で行う。
●曲目：
ピアノ
・楽興の時　３楽章（シューベル）

・亡き王女の為のパヴァーヌ（ラヴェル）
・亜麻色の髪の乙女（ドビュッシー）

ギター
・禁じられた遊び（不詳）
・ニュー・シネマ・パラダイス
（エンリオ/アンドレア・モリコーネ）
・メヌエット（ビゼー）

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

　月に１度、イダカフェで行っている
『ママのおひざで聴くヴァイオリン』。
本格クラシック曲を聴いてもらう事も
とても大切にしているので、コンサート
でとりあげる作曲家についてお話し

する事にします。
　1873年の４月１日にロシアで生ま
れたラフマニノフ。４歳からピアノを始
め、チャイコフスキーにその才能を認
められ、目をかけられました。18歳の
時にピアノ協奏曲１番を作曲。その５
年後に、ピアノ協奏曲２番を完成させ
ます。自身でピアノを演奏し、初演を

成功させグリンカ賞を勝ち取ったこと
で作曲家としての名声を確立させま
した。
　という訳で、４月の親子コンサートで
は、ピアノの曲が有名な彼の、ソプラ
ノ歌手のためにかいたヴォカリーズと
いう曲をお届けしようと思います。とて
も綺麗な旋律ですよ。お楽しみに！

イダカフェ&クールダウン J
●
ピ
ア
ノ：片
山
祐
子

●
田
島
華
乃

ヴァイオリンとピアノで開催！

4月13日（金）19時スタート
                            入場料：無料（飲食代別）

クールダウン J. さよなら祭

最初で最後の「イダカフェ・シネマ館」

8mmフィルムにこだわる映像作家集団「アナドルナ」の2作品。
そして、個人映画のカリスマ「ほしのあきら」の1作品の3本を上映します。
スターウォーズだけが映画じゃない。もはやアンダーグランドとは言わないし
現代美術には相手にされないが、これは全身全霊で観る「映画」なのだ！
意味を問わず「面白いか」「面白く無いか」。全てはあなたにゆだねます。
イダカフェの最後を飾るか？！ 作家渾身の映像作品を上映します。

●お問い合わせ
イダカフェ
E-mail:info@ida-cafe.com

［料金］無げ銭＋飲食代
浅井晴香（ボーカル）
永瀬 晋（ギター）
牧野公美（キーボード）
松波陽介（ベース）

4月6日（金）
19：00～

★浅井晴香プロフィール★中学、高校ではガール
ズバンドで活動する。大学ではラテン音楽同好会に
所属し、ブラックミュージックに目覚める。会社員を
やりながら、ブルースセッシンに混ぜてもらい歌う
日々を送る。2015年マーサ三宅先生のボーカルハ
ウスに入学。ジャズシンガーEIKO(ボーカルハウス
講師:瀬上英子)氏に師事。愛知県出身で、愛称はハ
ルです。愛あふれるハレルヤな歌声をお楽しみに♪

イダカフェさよなら祭

Motoshumiyoshi
Gallery

Music & Art

フルッチョ 2F

「井田小」正門前から
「元住吉」駅前！

イダカフェさよなら祭

▲東急東横線「元住吉駅」西口を出てすぐの
　銀行の先、くだもの屋さん「フルッチョ」の2階です！



　相変わらず寒い日が続く
中、ジャズ・カフェ店内はホッ
トな状態が続いています。
　トップバッターの方は、デ
イジー・ガレスビーの"グルー
ビング・ハイ" という曲を2大
アルト・サックス奏者のアー
ト・ペッパーとフィル・ウッズ
の聴き比べをしたいとCDを
持参しました。
　「アート・ペッパー・プラ
ス・イレブン」(写真①)は
マーティ・ペイチがアレンジ、
「フィル・ウッズ/グルービン」
(写真②)はフィル・ウッズが
マーティ・ペイチに奉げたも
のという事で 2人のアルト・
サックス奏者とマーティ・ペ
イチがらみの作品です。 比
較して聴くとアート・ペッパー
はサックスの音色を生かし
た綺麗な音で丁寧に吹い
ているのに対し、フィル・ウッ

ズは パーカー派の奏法特
色が、あいだあいだに出て
サックス特有のアバンギャ
ルドな音を含んでいる感じで
見事に音色、奏法が異なる
事が理解できました。 ここで
マーティ・ペイチとアート・
ペッパーの関係を話してお
くと、当初はマーティ・ペイチ
のリーダーアルバムに アー
ト・ペッパーが参加した事が
きっかけとなっている様で
す。「アート・ペッパー」(写真
①)はアート・ペッパーがマー
ティ・ペイチにアレンジを依
頼し完成したアルバムです
が、２人はこれ以降も良好
な関係を継続し何か演奏の
機会ある度に今度はマー
ティ・ペイチがアート・ペッ
パーに参加依頼をしていた
様です。２人の共演アルバ
ムの中で一番有名なのは、

マーティ・ペイチの小規模
編成オーケストラの2枚の
アルバム 「The Broadway
Bit」(踊り子)、「I get a boot 
out of you」(お風呂)と呼ば
れている作品は一聴の価
値あるものと思われます。
　2番バッターはいつもポッ
プス中心にレコードを持参
の方で今回はラスカルズ
(写真③)のヒット曲"グルー
ビン"を筆頭に リー・オス
カー、スコット・ジャレット(キー
ス・ジャレットの弟)、アール・
クルーを、また、スイング・ジャ
ズ通の方はスインギーなミッ
ヂ・ウイリアムス(写真④)を、
モダン・ジャズ通の方はレッ
ド・ノーボ(写真⑤)、ズート・
シムス等を聴きました。
（フレドリック・ジョーンズ記）
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　考えてみたら、いわゆる
ジャズの巨人達の演奏を
あまり聴いていないんです
よね。マイルス・デイヴィス
については全く詳しくない
し、ジョン・コルトレーンの
CDは3枚しか持っていな
い。セロニアス・モンクに
至っては1枚も持っていま
せん。じゃぁ一体何を聴い
ているのかと言うと、巨人
達の次の２番手グループ
のミュージシャン達、例え
ば、このコラムの第１回の
ドナルド・バード、第８回の
ジャッキー・マクリーンなど
ここら辺のミュージシャンが
大好きです。彼らは、新しい
時代の潮流を作ったり、唯
一無二の個性を持ってい
たりする訳では無いのです
が、その時代の普通の（？）
ジャズをゴキゲンに演奏し
てくれるミュージシャン達だ
と思っています。難しい事
は抜きにして、聴いていて、
単純に楽しいですよね。今
日もそんなミュージシャンの
ひとり、ハンク・モブレーを
紹介させていただきます。
　ハンク・モブレーは
1955～6年頃、ハードバッ
プの創成期にアート・ブレ
イキーとジャズ・メッセン

ジャーズの一員として活躍
しました。また、ブルーノート
レーベルの1500番台だけ
でも6枚のリーダー作を残
しています。その他にも2管
編成や３管編成でバリバリ
の典型的なハードバップの
セッションを繰り返していま
す。だけど、今回ご紹介した
いのはワンホーンのアルバ
ムなんです。何故かと言う
と、彼の良さは柔らかく暖か
いトーンと癖の無いスムー
ズなフレージングだと思っ
ているのですね。それが、2
管、3管で吹きあっている
と、どうしても弱く感じてしま
う。例えば、「A BLOWING 
SESSION」<BLP-1599>
ではリー・モーガン（tp）、
ジョニー・グリフィン(ts)、
ジョン・コルトレーン(ts)と
吹きあっているのですが、
華麗なリー・モーガンや豪
快なジョニー・グリフィンの
陰になってしまい、いまいち
なんですよね。そこで、一番
のお勧めは彼が心置きなく
自由にプレーしているワン
ホーンのアルバムとなるわ
けです。
　まず1枚目は「SOUL 
STATION」（写真①）。1
曲目”REMEMBER”の出

だしのワンフレーズで痺れ
ますよ。優しく包み込むよう
なテナーの音色は彼独特
の音ではないでしょうか？こ
のアルバムは全体的にス
ローからミディアムテンポ
の曲が多く、ワンホーンで
伸び伸びと吹いています。
2曲目からはオリジナルの
ブルースが続くのですが、
彼が吹くとブルースさえ優
しいラブソングに聴こえて
きそう。最後の曲“ I F  I  
SHOULD LOSE YOU”
は1曲目と並び、彼の良さ
が全面に出ていてお勧め
です。また、軽快なウィント

ン・ケリー(p)、メロディアス
なポール・チェンバース
(b)、豪快なアート・ブレイ
キー(dr)からなるサポート陣
も見事としか言いようがあ
りません。
　2枚目はその約1年後に
録音した「WORKOUT」
（写真②）。ゆったりとした
「SOUL STATION」に比
べると、ややスピード感と緊
張感が増しているようで
す。ギターにグラント・グリー
ンを迎えソウル色も加わっ
ています。1曲目のタイトル
曲“WORKOUT”のカッコ
良さはどうでしょう！歯切れ
の良いテーマ、スムーズな
モブレーのテナー、疾走す

　くじら座のピアノ担当牧
野くみです。つい先日新年
が始まったばかりと思った
のに、もう4月号を迎える頃
なんですね。暖かくなるにつ
れて色々な場所、特に野外
でのライブ活動がどの地域
でも活発になる頃です。先
日くじら座は静岡県藤枝市
にて開催された野外イベン
トに出演させて頂きました。
風が強くて大変でしたが、
広い会場で高い空の下で
の演奏はとても気持ちがよ
かったです。
　私は近頃ライブ活動を
行っていて気になることが

あります。「遠征」という言
葉を最近よく耳にします。
ミュージシャン自身が普段
の拠点を離れて演奏を行う
こと、またお客様側からも、
お目当てのミュージシャン
の演奏を聴くため遠出する
ことを指すため使う場合が
あるようです。
　もちろんみなさんポジティ
ブな意味で使われているの
ですが、私は「遠征」という
言葉に対して、「誰かと戦っ
たり誰かを倒すためにライ
ブをするわけではない」と抵
抗を感じています。「征す
る」という言葉のイメージで
しょうか。少し飛躍しますが、

登山でも「遠
征」という言葉

を使っているのをよく見かけ
ます。それに対して私は、人
間が自然を征するという概
念は烏滸がましいのではな
いか…と、感じてしまうので
す。音楽も、演奏させて頂く
場所や地域、その地域で
生活や活動する方への敬
意を必ず心に留めなければ
いけないと思っています。

　わかりやすい言葉が他
にないか考えてみたのです
が、「ツアー」「演奏旅行」
というのもポップスだと
少々堅い感じもします。私
たちの活動は、堅苦しいこ
となく気軽に足を運んで頂
きたいという思いもありま
す。これからの季節、演奏
のための遠出にふさわしい
うまい言い回しはないもの
でしょうか。

松波陽介私とジャズ連載19 ４ビートに首ったけ連載16 長谷部  徹 
地元マスターのジャズ談話

BIANCA店主

優しい音色のテナーマン。
ワンホーンの演奏で本領発揮！

Confirmation

2018年2月音友会音友会

▲② In the Sun/Jane-Monheit ▲③ Dreamer in Concert/Stacey-Kent▲① Stay a While/Lisa Wahlandt ④ Black Coffee/Nicki Parrott

遠征について

　お世話になっておりま
す。今月もまたギターを始め
たばかりの方にお勧めなギ
ター小ネタをソウリーヴ・
ミュージック・スクール永瀬
がお送りいたします。
　ギターという楽器は実際
始めてみると色々なパー
ツ、アクセサリーの豊富さに
楽しくなってしまう方が多い
と思いますが、今回は弦に
ついて紹介していきたいと
思います。
　一言でギターの弦と言っ
ても材質にかなりの種類が
ありまして、大きく分けると

①クラシックギターのガッ
ト、ナイロン弦。
②フォーク、アコースティッ
ク、エレキギターの金属弦。
となっておりそれぞれ材質
の違いにより音が違います
が、更に金属の種類でも
音が微妙に変わります。
（ステンレス、ニッケルなど）
　更に材質も種類があれ
ば、太さにも種類がありま
す。一般的に太ければ太い
ほど張力が増して弦を押さ
えにくくなりますが、音量が
大きく、和音の響きが豊か
になります。逆に細いと張

力が減り弦が押さえやすく
なり、太い時と逆に音量が
減衰しますが、音の伸びる
時間が増す傾向にありま
す。それぞれ長所短所もあ
りますが、初心者の方には
やはり細い弦がお勧めで、
このセッティングでギターに
慣れていただくのをお勧め

弦の太さの話

「くじら座」日記Essay

Addicted to Guitar-4Essay 永瀬  晋

牧野くみ

グルービーなジャズ・カフェ

　日差しはあるものの寒い
昼下がりでしたが、イダカ
フェ内は女性ヴォーカルの
美しい歌声が絶える事なく
響いていました。初参加３
人を含め11人の方がそれ
ぞれゆったりとくつろぎ、
ヴォーカルに耳を傾けてお
られました。持ち寄りタイム
ではカーメン・マクレエ、サ
ラ・ヴォーンのビックスター
が登場、特集では一転して
現代活躍している７人の
アーティストのアルバム紹
介がありました。今はどんな
ヴォーカリストが活躍してい
るのか興味津々でしたが、
どのアルバムもとても素敵
でした。中でもリザ・ヴァー

ラントが唄う"S t a y  A
While"(写真①)、ジェーン・
モンハイトが唄う "Jus t  
Squeez"(写真②)が印象
に残リました。また、イギリス
で活躍するステイシー・ケン
トの「Dremer inConcert」
（写真③）の挿入曲に、
ノーベル文学賞受賞のカ
ズオ・イシグロ氏が作詞し
たものがあったことや、オー
ストラリアで活躍するニッ
キ・パロットは、あの伝説の
ギタリスト、故レス・ポール・
トリオのベーシストをであり
レス・ポールに勧められ歌
い始めたお話は初耳でし
た。イダカフェ内では
「Black Coffee」（写真④）

のアルバムからベースの弾
き語りを聴きましたが、自
宅に戻りYouTubeでトリ
オの演奏を映像で観てみ
ました。単に美人ベーシスト
の弾き語りが珍しいのでは
なく、実力者と感じ今後着
目してゆきたいと感じまし
た。これら幅広い最新情報
を提供していただいたD.J
の方に感謝いたします。大
学時代からジャズ・ビック・
バンドでトロンヴォーンを奏
でていたD.Jの方は、邦題 
"青い影"を唄うヘイリー・ロ
レンにハマってからヴォーカ
ルを本格的に聴くようにな
リ、まだ3年程度と言われて
いました。ジャズ歴50年を
超える私の中学の友人も
アルトサックス吹きですが、

ヴォーカルとピアノ・トリオは
全く聴かないという『超こだ
わり派』です。「こういう方も
居るので今年こそヴォーカ
ルにチャレンジしてみた
ら？」とmailしようと思いま
す。さて、私はヴォーカルを
聞く比率はインスツルメンタ
ルを5枚聴くとしたら次の1
枚はヴォーカルでしょうか。
評論家大橋巨泉氏の言
葉に「歌詞がわからなけれ
ばヴォーカルはわからない」
とありますので歌詞にも留
意しています。そしてLED
の照度を下げパーソナル
チェアに座り音量を抑えて
聴くのがルーティンです。
（K.T記）

女性ヴォーカル三昧の一日でした

▲④Midge Williams 
and Her Jazz Jesters

▲⑤MOVE/Red Norvo trio 

▲③Time Peace/The Rascals

▲①Art Pepper/Art Pepper+Eleven

▲②Phil Woods/Groovin'

　新年度も始まり新たな生
活をスタートされた方も多い
かと思います。春は新たな出
会いもあるし、なんだかワク
ワクする季節ですね。僕は
今年はどんな音楽に出会
い、どんな人と出会うのかと
言うことに期待を膨らませて
非常に楽しみにしています！
　僕にとって春は非常にあ
りがたい季節である理由は
もう一つあって、楽器の練
習場所が快適になると言う
ことであります。管楽器奏者
にとって練習場所の確保と
いうことが常につきものにな
りますが、僕は普段多摩川
の川っぺりで練習している
のですが、冬は本当に寒い
…！時には足の感覚がなくな
るくらいの寒さになります。な
のですが、冬はなんとなく空
気が澄んでいるせいか音が
非常にクリアに聞こえるよう
な気がします。（もしかしたら
寒すぎて聴覚が狂ってし
まっているのかもしれません
が）そんな時に気付いたこと
がありました。最近はテナー

サックスが不調のため、ソプ
ラノサックス、フルートの練
習に専念しているのですが
楽器を鳴らすこと、正確な音
程で演奏することがいかに
難しいかということを痛感さ
せられています。ソプラノ
サックスは、テナーサックス
よりも演奏できる音域が1オ
クターブ高くなり、その分楽
器も小さくなり音程の調整
も非常に難しくなります。楽
器が小さくなるということは、
持ち運びがしやすくなる反
面鳴らす面積が小さくなると
いうことなので、気を抜いて
しまうとあっという間にへぼ
い音、パンチのない音に
なってしまいます。普段慣れ
て演奏しているテナーサック
スでは考えてこなかったこと
にも、目を向け耳を向けると
いう作業に非常に悪戦苦
闘しております。何か新たな
楽器に挑戦しているような
感覚でした。
　ちなみに僕が初めて『楽
器』に触れたのは小学生の
時で、その時はピアノをグ

ループのレッスンで習ってい
ました。とにかくその頃から
練習嫌い（今も練習嫌いは
変わっていませんが…）で
先生の頭を悩ませる種で
あったと思います。毎回の
レッスンを隣の人の演奏し
ているのを聞きながらこなし
て、その場を凌いでいまし
た。（その場凌ぎもこの時か
ら全く変わっていません…）
しかしながら、この時に習得
したことは非常に大きかった
と思っています、それは『音
感』が養われたと思っている
からです。専門的な用語に
なってしまいますが「聴音」と
言って音を聞いてその音が
何であるか、ということを当
てるというレッスンがあるの
ですが、これは日頃の成果

があったせいか、自慢ではあ
りませんが毎回満点でした。
そのおかげで、なんとなくで
はありますが大体の曲のメ
ロディーはサックスで演奏す
ることもできますし、簡単に
ではありますがコードを取る
こともできるようになりまし
た。しかし今回のソプラノ
サックスの件で感じたこと
は、やはりそのような感覚を
掴むためには一定の訓練が
必要だし、努力をしなければ
ならないということでした。
ヨーロッパのことわざで
「ローマは1日にしてならず」
という言葉があり
ますが、本当にそ
の通りです。
　今年度は新た
なことにももちろ
ん挑戦、トライし
ていこうとは思い
ましたが、これま
でやってきたこと
を今一度確認し
ながら過ごしてい
きたいと思いま
す。本年度もどう
ぞよろしくお願い
いたします！ 

▲SOUL STATION / Hank Mobley

るポール・チェンバースの
ベース、躍動するウィント
ン・ケリーのピアノ、ソウル
フルなグラント・グリーンの

ギター、そしてハード・バッ
プと言えばフィリー・ジョー・
ジョーンズのドラムを忘れ
ちゃいけないですね。どれを
とっても一級品の演奏で
す。
　最後にもう1枚ご紹介し
ます。ワンホーンでは無い
のですが、1965年録音の
「DIPPIN’」（写真③）で
す。ハンク・モブレーの名
前を知らなくても2曲目”
R E C A D O  B O S S A  
NOVA”は聴いたことがあ
るのではないでしょうか？
“THE GIFT”と言う別のタ
イトルでジャズのスタンダー
ドになっているステキな曲
です。キラキラしたリー・
モーガンのトランペットに押
され気味ですが、いつ聴い
ても爽快な演奏ですので、
是非聴いてみて下さい。
　肩の力抜いて、ジャズを
楽しむ時にハンク・モブ
レーはうってつけのミュージ
シャンだと思います。ジャズ
を聴き始めた方にもきっと
気に入っていただけるん
じゃないかな？かなりお勧め
です。では、楽しいジャズラ
イフを！

しております。
　ギターという楽器の最初
の壁はそもそも左手で押さ
えられないという状況である
ことが多いですので是非
色々な弦で理想的なセッ
ティングを試してみてくださ
いませ。

▲Hank Mobley/ Workout

▲Hank Mobley/ Dippin

4月1日（日）／4月15日（日） 午後1:30~午後4:30
イダナカ商店街・井田小学校正門前「イダカフェ」　参加費￥500／飲み物￥500円（クッキー付き）

音楽を通して気さくに
語り合える集いです。 音友レコード倶楽部音友レコード倶楽部音友レコード倶楽部

ONTOMO Music Record Club

MAX ROACH / 
JAZZ IN 3/4 TIME日溜りの中、ワルツタイムのジャズを聴く。

SWINGIN’ VALSE TIME
4月15日の ジャズと言えば殆んどがフォービートですが、

春に誘われてボーカル、インストゥルメンタル共、
様 な々ワルツ・ナンバーを聴いてみましょう。


